
瑞
一
役
　
登
　
場
　
の
　
▼
文
　
体

！
夕
顔
巻
か
ら
玉
婁
巻
へ
の
右
近
の
場
会
1
－
－

n
‖
H

h
〃

藤
　
　
宏
　
　
文

．
は
　
じ
．
め
．
に

源
氏
物
語
の
「
作
者
」
は
、
諦
木
巻
の
出
発
に
あ
た
り
、
「
事
実
詔
」
を

語
り
伝
え
た
人
を
非
難
し
、
「
詔
」
の
世
界
そ
の
も
の
を
も
抑
輸
す
る
立
場
を

設
定
し
た
。
こ
の
立
場
の
主
を
、
こ
こ
で
は
、
「
話
者
」
と
呼
ぶ
。

こ
の
「
話
者
」
は
、
物
語
の
時
間
的
空
間
的
展
開
、
す
な
わ
ち
ハ
場
面
の
展

開
の
中
で
、
対
象
人
物
と
と
も
に
、
自
在
に
移
動
す
る
。
あ
る
い
は
光
源
氏
に

添
い
、
あ
る
い
は
放
れ
て
突
如
六
条
御
息
所
へ
、
な
ど
の
類
で
あ
る
。
L
こ
れ
ら

を
、
「
視
点
の
移
動
」
と
呼
ぶ
。

．
さ
ら
に
、
こ
の
「
話
者
」
は
、
ひ
と
つ
に
は
、
自
在
に
一
対
象
人
物
と
も
交

流
を
し
た
り
、
ふ
た
つ
に
は
、
「
筆
録
者
」
ら
に
そ
の
立
場
を
譲
っ
た
り
も
す

る
。
そ
ん
な
力
を
も
持
た
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
を
、
「
視
点
の
転
換
」
と
呼

ぶ
。
（
∧
図
1
V
を
参
照
さ
れ
た
い
。
）

本
稿
で
は
、
こ
の
「
移
動
」
と
「
転
換
」
．
と
を
、
ひ
と
り
の
端
役
を
軸
に
見

る
？
夕
顔
巻
か
ら
玉
婁
巻
へ
の
右
近
を
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
↓
作
者
」
の
玉
婁

物
語
構
想
に
お
け
る
↓
観
点
」
の
一
端
を
、
と
ら
え
て
み
た
い
。
源
氏
物
語
文

体
論
の
、
↓
方
法
で
あ
る
。

一
視
点
の
移
動
と
転
換

．
夕
顔
巻
の
冒
頭
は
、
光
源
氏
と
お
ぼ
し
喜
一
貴
公
子
の
、
中
宿
り
行
の
場
面

か
ら
始
ま
る
。
二
つ
の
小
場
面
に
分
け
る
。
す
る
と
1
対
象
人
物
・
光
源
氏
に

添
っ
た
「
話
者
」
ゐ
視
点
の
移
動
が
、
よ
く
わ
か
る
。

甲
二
ハ
粂
わ
た
り
の
御
忍
び
あ
り
き
の
こ
ろ
、
内
裏
よ
り
ま
か
で
給
ふ
中
宿

A

′

l

，

．

、

．

．

）

l

、

．

、

．

．

、

～

、

I

 

n

「

～

．

．

，

．

）

～

、

′

、

′

）

．

）

り
に
、
…
…
五
条
な
る
家
、
た
ず
ね
て
お
は
し
た
り
。
…
…
見
わ
た
し
給

へ
る
に
、
…
…
あ
ま
た
見
え
て
の
ぞ
く
。
…
…
忠
ひ
や
る
に
、
…
…
心
地

C

（

一

1

．

′

、

．

．

、

ノ

ぞ
す
る
。
…
…
や
う
か
は
り
て
忠
さ
る
。
人
目
本
古
典
文
学
大
系
一
－
一

二
三
“
以
下
同
じ
。
）人′

甲
　
御
車
も
、
い
た
く
や
つ
し
給
へ
り
。

▲

′

、

、

、

、

、

一

、

、

、

…
…
さ
き
も
お
は
せ
給
は
ず
。
…

・
∵
つ
ち
と
け
給
ひ

、
…
…
少
し
、
さ
し
の
ぞ
き
給
へ
れ
ば
、
…
…
と
、

お
も
は
し
な
せ
ば
、
玉
の
う
て
な
も
同
じ
こ
と
な
り
。
切
懸
だ
つ
も
の

に
、
．
．
い
と
膏
や
か
な
る
か
づ
ら
の
、
心
地
よ
げ
に
は
ひ
か
か
れ
る
に
、
白

D

‘

′

．

、

′

．

′

1

．

、

′

．

．

′

き
花
ぞ
1
お
の
れ
ひ
と
り
、
ゑ
み
の
眉
開
け
た
る
。
（
同
一
－
一
二
三
）

ま
ず
、
川
で
は
、
主
人
公
の
巾
宿
り
へ
の
行
動
（
傍
根
A
）
が
、
「
評
者
」

の
視
点
の
対
象
と
な
り
、
出
発
す
る
。
「
話
者
」
も
、
「
ま
か
ん
で
」
、
「
五

条
な
る
家
」
へ
と
、
視
点
を
移
動
さ
せ
る
。
そ
の
上
で
、
さ
ら
に
、
主
人
公
の

視
点
に
添
い
∵
情
景
を
と
ら
え
て
い
く
人
B
）
。
「
見
わ
た
す
」
目
に
、
「
さ

ま
」
が
．
f
見
え
て
」
く
る
。
・
そ
し
て
で
．
視
点
は
、
主
人
公
に
合
わ
さ
れ
、
そ
の

点
心
理
が
朗
探
さ
れ
る
′
（
C
）
。
一
場
面
は
閉
じ
る
。
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表

1

V

・
印
が
右
近
登
場
の
場
面
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源
氏
－
透
影
－
源
氏
－
源
氏

源
氏
1
源
氏
－
う
て
な
－
白
き
花

随
身
－
随
身
1
童
－
随
身
－
醸
光
－
源
氏

家
人
1
尼
君
－
源
氏
－
乳
母

子
ど
も
ー
子
ど
も
．

文
の
さ
ま
－
女
－
源
氏

醸
光
源
氏
源
氏
－
源
氏
－
随
身

源
氏
－
女
方
－
火
の
光
－
六
条
御
息
所
－
源
氏

源
氏
－
源
氏
－
源
氏
－
源
氏

惟
光
－
惟
光
－
惟
光
－
源
氏
－
惟
光
－
源
氏
－

源
氏
源
氏
1
源
氏

伊
予
介

伊
予
介
－
伊
予
介
－
伊
予
介
1
源
氏
－
源
氏

源
氏
空
輯
－
源
氏

源
氏
季
－
大
殿

源
氏
－
六
条
御
息
所

六
条
御
息
所
－
源
氏
－
中
将
君
－
中
将
君
－
源

氏
－
源
氏
1
中
将
君
1
柏
義

人
1
人
－
女
房
1
女
房
た
ち

惟
光
－
惟
光
－
源
氏

源
氏
1
惟
光
－
（
物
語
）

惟
光
1
源
氏
－
源
氏

源
氏
女
1
女
1
源
氏

女
方
源
氏
－
源
氏

女
－
源
氏
－
源
氏

時
刻
－
源
氏
1
女
－
人
－
源
氏

源
氏
－
源
氏
－
源
氏
－
く
だ
！
1
し
き
事
－
忍

び
が
た
き
事

源
氏
と
女
1
雷
－
源
氏
－
源
氏

女
－
源
氏
1
人
々

時
刻
1
声
－
け
は
ひ
－
御
嶽
精
進
－
源
氏
1
源

氏
－
源
氏
－
女
－
女

空
－
右
近

忍
ぶ
草
－
源
氏
－
源
氏
－
源
氏

源
氏
－
右
近
1
右
近
－
源
氏
と
女
1
預
り

源
氏
－
卸
ま
か
な
ひ
1
源
氏

源
氏
－
木
立
1
庭
－
こ
な
た
－
源
氏

女
1
源
氏
－
源
氏

女
－
源
氏

惟
光
－
惟
光
－
惟
光

源
氏
－
女
－
女

源
氏
－
源
氏
－
源
氏

源
氏
1
火
－
源
氏
－
右
近

山
彦
1
女
－
女

右
近
－
火
－
人
1
預
り
の
子
ら
－
預
り
の
子
－

預
り
の
子
－
時
刻
－
右
近

源
氏
－
女
－
源
氏
－
預
り
の
子
－
源
氏
－
預
り

の
子
－
夢
に
見
え
つ
る
か
た
ち
し
た
る
女
－
女

－
源
氏
－
源
氏
－
女
－
右
近
－
源
氏

む
く
く
し
さ

時
刻
－
源
氏
－
人
声
－
源
氏
－
右
近
－
源
氏
－

源
氏
－
源
氏
－
源
氏
－
源
氏

源
氏
惟
光
－
源
氏
－
源
氏
－
源
氏

惟
光
－
L
は
じ
み
ぬ
る
人
－
惟
光
－
源
氏
－
惟
光

惟
光
－
女
－
源
氏

源
氏
－
源
氏

御
つ
か
ひ
－
帝
－
源
氏
－
源
氏
－
源
氏
－
源
氏

－
源
氏

惟
光
1
人
－
源
氏
－
惟
光
－
源
氏
－
惟
光
－
源

氏
－
涼
氏
－
女
居
な
ど

源
氏
源
氏
－
源
氏

源
氏
－
尼
の
す
ま
ひ
－
揖
－
法
帖
ば
ら
－
け
は

ひ
－
け
は
ひ
－
掠
氏

右
近
－
源
氏
－
女
－
．
源
氏
－
大
穂

右
近
1
源
氏
－
源
氏

源
氏
－
源
氏
－
惟
光
－
源
氏
－
人
々

源
氏
－
人
々
－
人
々
1
祭
・
放
・
椎
法
な
ど
－

天
の
下

源
氏
－
椎
光
－
右
近
－
右
近

右
近
－
腰
の
内
の
人
－
御
杖
－
源
氏
－
離
氏
－

源
氏
－
大
股
－
源
氏

源
氏
－
人

源
氏
1
源
氏
－
右
近
－
源
氏
－
源
氏
「
右
近

右
近
源
氏
－
右
近
－
右
近
－
右
近
－
源
氏

空
輯
－
空
輯
－
源
氏
－
源
氏
－
室
輯
－
空
蝉
－

空
輯
源
氏
－
源
氏
－
源
氏
－
源
氏
－
軒
端
荻
－
軒
端

荻
－
軒
端
荻
－
源
氏
－
源
氏
－
源
氏

源
氏
－
か
ざ
り
－
阿
闇
梨
－
源
氏
－
文
章
博
士

－
文
章
博
士
－
源
氏
－
源
氏

夕
顔
の
や
ぜ
り
－
夕
顔
の
や
ど
り
l
夕
顔
の
や
ど
り

家
あ
る
じ
ー
家
あ
る
じ
－
月
日
－
源
氏

伊
予
介
－
源
氏
－
源
氏
－
源
氏
－
（
物
語
）

源
氏
－
空
輯
－
源
氏
1
空
－
源
氏
－
源
氏

と
り
な
す
人
－
罪

琵縞絹琵賢蓄豊監禁淫
話
者
源
氏
話
者
源
氏
源
氏
源
氏
大
殿

六
条
御
恩

り
丹

・∴．∴∵∴・∴、∴テlご賢覧覧賢覧琵　琶琵　琶　漂淫琵紺賢女琵琶歪賢覧要源
氏

女
房
な
ど

掠
氏
掠
氏

㊧㊤㊨¢⑮

玉
　
　
堅
　
　
巻

各
文
の
中
心
対
象
（
人
）
物

人源大漁
々　民社氏

源右折人況
氏近氏　　氏

●
⑳

●
㊨
●伝）
●
＠
●
¢
●
㊧
●
㊧

●　●　●　●　●

＠　㊧包　包　＠
●
㊨
●
㊧
㈲

●
＠

●　●l♭　ぐ
㊨　㊨㊨㊨
¢
㊨
¢
㊨
脚

●
㊨㊨

川
⑬
●
⑳

●
⑳

●　　●　●
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一

l

M

C
1
　
　
　
1

ハ

′
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ウ

ノ

‘

239　　　　　229　223　2柑　212
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244　　　　　233　228　222　217

262　260　　　飾上川日田

II ll I

266　261　　259　持3　日7

源
氏
右
近
－
右
近
－
右
近

少
弐
一
行
－
乳
母
－
乳
母
た
ち

少
弐
姉
妹
－
姉
妹

乳
母
た
ち
－
乳
母
－
乳
母

少
弐
－
少
弐
－
乳
母
た
ち

玉
艶
－
玉
鞍
－
ゐ
中
人
ど
も
－
乳
母
－
乳
母

女
－
男
－
乳
母
－
玉
婁
－
玉
垣

人
々
－
監
－
監
－
男
二
人

豊
後
介
－
監
－
監
－
監
－
懸
想
人
－
夕
幕
－
挙

－
祖
母
お
と
ど
1
監

乳
母
－
監
－
乳
母
1
監

乳
母
－
女
ど
も
1
監

豊
後
介

い
も
う
と
た
ち
－
一
行
－
一
行
－
姉
－
兵
部
君

－
兵
部
君
－
兵
部
君
－
玉
堪
－
玉
婁

一
行
－
一
行

舟
子
1
一
重
－
乳
母

一
行
－
一
た

豊
後
介
－
兵
部
君
－
兵
部
君
－
兵
部
君

乳
母
－
一
行
－
豊
後
介
－
者
ど
も

豊
後
介
－
豊
後
介
－
出
山
後
介

一
石
－
玉
鞋
－
玉
蟹

玉
琴
1
一
石
－
1
行
－
日

別
の
一
石
－
別
ヱ
行
－
別
の
l
行
－
別
の
一

行
－
按
郎
1
1
㌢
－
玉
婁
－
来
る
人
－
両
者
－

来
る
人

右
近
－
右
近
－
右
近
1
右
近
－
右
近
1
右
近
－

玉
を
－
三
条
－
右
近

三
条
－
右
近
－
三
条
－
右
近

右
近
－
三
条
－
乳
母
ら

両
者
－
三
人

右
近
－
和
音
－
右
近

右
打
1
1
㌢
－
人
－
右
近
－
右
近

右
近
－
右
近

ゐ
中
人
－
拝
の
北
の
方
－
ニ
姦
－
三
条

l
行
－
ホ
近
－
－
石
－
比
和
－
人
々

右
近
－
ホ
近
－
右
近
－
玉
里

右
近
－
右
近
と
乳
母

坊
－
初
渥
川
－
右
近
－
玉
鮎
－
右
近
－
夕
顔
－

玉
歩
－
右
近

l
行
1
玉
峯
－
右
近
－
右
近

右
近
－
右
近
1
右
近
－
右
近
－
右
近
－
右
近

源
氏
－
右
近
1
右
近

源
氏
と
野
上
－
紫
上
－
紫
上
－
右
近

源
氏
－
人
々
－
人
々

肪
氏
－
推
氏
－
抑
氏

右
近
－
右
近
－
弊
上
－
源
氏

右
近
－
右
近
－
源
氏

源
氏
－
源
氏
－
訂
庚
－
右
近

卸
装
束
・
人
々
の
料
－
源
氏
－
ゐ
中
び
た
る
自

ど
も
ー
人
々
み
な
ー
乳
母
－
玉
堪
－
乳
母
－
墨

の
色
－
訂
氏

い
た
づ
ら
な
る
対
－
人
－
源
氏
－
源
氏
－
源
氏

－
紫
上

源
氏
－
源
氏
－
紫
上
－
紫
上

季
1
玉
撃
－
源
氏
－
く
ち
を
L
か
ら
ぬ
人
ど
も

ー
市
女
な
ど
様
の
も
の
ー
乳
母
－
玉
婁

源
氏
－
源
氏
－
花
散
里
－
源
氏
－
花
散
里
－
人

々
－
右
近
－
源
氏

源
氏
－
兵
部
－
兵
部
－
源
氏
－
右
近
玉
婁

源
氏
－
掠
氏
－
玉
婁
－
源
氏
－
源
氏

源
氏
－
紫
上
－
紫
上
源
－
氏
－
源
氏
－
紫
上

心
知
れ
る
人
－
心
知
れ
る
人
土
石
－
三
条
－

右
近
－
打
氏
－
豊
後
介
ふ
Ⅱ
挟
介
－
豊
後
介
－

豊
枝
介

掠
氏
－
搬
上
－
掠
氏
－
預
氏
－
お
と
な
び
た
る

士
混
ど
も
－
弊
上

和
料
－
封
」
－
封
上

源
氏
－
粧
氏
－
粟
士
－
況
氏
－
損
氏
－
娠
氏

末
摘
花
1
米
摘
花
－
葉
上
－
御
杖
－
女
り
た
ち

－
源
氏

源
氏
1
源
氏

粟
上
－
粟
上
－
掠
氏
－
源
氏
－
掠
氏

話玉一木∵ホ右右右右右記　　話
者婁行近近近近近近近著　　者

紫源　　源　　　源源源折人右右右右右
上氏　　氏　　　氏氏氏氏々　近近近近近

折源源源　　玉
氏氏氏氏　　婁



こ
の
、
A
・
B
・
C
三
つ
の
段
階
が
、
「
話
者
」
か
ら
始
ま
る
視
点
の
、
微

視
的
な
あ
り
よ
う
で
あ
る
。

つ
ぎ
に
、
佃
で
は
、
、
場
面
は
、
時
間
的
に
さ
か
の
ぼ
る
。
そ
の
上
で
、
川
と

同
様
に
、
三
つ
の
段
階
は
経
る
。
し
か
し
、
後
半
は
、
異
質
で
あ
る
。
す
な
わ

ち
、
「
話
者
」
の
視
点
は
、
い
っ
そ
う
主
人
公
の
そ
れ
に
融
合
し
、
一
体
と
な

っ
て
、
ひ
と
つ
の
判
断
と
ひ
と
つ
の
描
写
と
に
及
ん
で
い
く
（
D
）
。
深
化
が

あ
る
。こ
の
、
川
か
ら
佃
、
A
か
ら
D
へ
の
、
「
話
者
」
の
視
点
の
移
動
と
融
合

は
、
さ
ら
に
は
、
転
換
を
も
生
み
、
い
わ
ゆ
る
「
草
子
地
」
へ
と
も
連
接
し
て

い
く
傾
向
に
あ
る
。
文
体
の
ひ
と
つ
の
あ
り
よ
う
が
あ
る
。
．

A

l

（

（

一

一

l

l

一

r

l

′

～

．

ノ

～

．

、

く

′

～

′

．

．

（

．

．

）

、

　

　

　

　

A

′

、

．

く

′

．

．

′

、

′

、

′

〉

川
　
霧
の
い
と
深
き
朝
、
い
た
く
そ
～
の
か
さ
れ
姶
ひ
て
、
…
…
う
ち
嘆
き

経
て
、
こ
う
転
換
す
る
D

A

J

1

1

－

t

I

r

I

r

1

．

一

｝

1

1

∫

　

　

　

　

A

．

1

（

′

l

t

′

－

～

、

（

′

．

′

、

し

．

、

′

．

．

ト

l

l

（

ヽ

聞
　
右
近
は
、
な
に
の
人
数
な
ら
ね
ど
、
・
㌻
…
仕
う
ま
つ
り
馴
れ
た
り
。
：
・

11
1A
′

．

．

1

～

、

～

、

．

．

′

…
そ
な
た
に
さ
ぶ
ら
ふ
。
！
…
：
心
の
う
ち
に
は
、
「
…
…
」
と

へ

．

　

　

　

　

．

　

　

　

　

　

　

　

八

、

、

．

．

‥

、

、

l

、

、

、

　

　

　

　

　

　

、

思
ふ
に

あ
か
ず
悲
し
く
な
む
恩
ひ
け
る
。
…
…
お
も
ひ
っ

ゝ

み

、

…

…

は

ゞ

か

り

聞
え
て
、
た
づ
ね
も
お
と
づ
れ
聞
え
ざ
り
し
ほ
ど
に

加
当
（
同
ニ
ー
三
二
九
）

ま
た
、
初
瀬
で
の
再
会
の
場
所
は
、
こ
う
で
あ
る
。

A

1

．

1

．

．

（

（

′

、

′

、

．

．

1

′

．

）

、

′

，

く

′

1

．

′

、

一

、

．

B

（

i

′

、

…
…
く
だ
り
に
け

聞
こ
の
、
来
る
人
も
、
は
づ
か
し
げ
も
な
し
。
い
た
く
、
か
い
ひ
そ
め
て
、

B
ノ
、
く
（
．
（
（
．
く
‘
．
．
1
（
′
、
～
、
ノ

か
た
み
に
、
心
づ
か
ひ
し
た
り
。
さ
る
は
、
か
の
、
世
と
ゝ
も
に
恋
ひ
拉

A
ノ
）
）
～
～
～
～
～
（
ノ
r
l
i
l
ノ
r
C
～
～
く
く
（
～
～
C
！
～
ノ

く
右
近
な
り
け
り
。
‥
…
身
を
恩
ひ
な
や
み
て
、
…
…
た
び
！
＼
語
で
け

C
i
r
t
I
r
r
r
1
1
1
ノ
～
C
′
l
（
く
く
（
′
）

副
。
）
…
…
と
忠
ひ
て
も
の
ゝ
は
ざ
ま
よ
り
の
ぞ
け
ば
、
こ
の
男
の
顔
、
見

C
．
．
．
、
、
、
．
、
．
C
、
．
、
、
、

つ
～
い
で
た
ま
ふ
を
、
中
将
の
お
も
と
、
…
…
御
几
帳
引
き
や
り
た
れ
ば
、

A

．

1

（

1

．

．

、

（

′

、

（

．

r

 

n

l

（

（

（

（

（

．

j

．

（

l

′

．

′

．

．

．

．

1

ノ

御
ぐ
し
も
た
げ
て
、
兄
い
だ
し
給
へ
り
。
…
…
や
す
ら
ひ
給
へ
る
さ

C

l

′

、

〉

L

l

t

l

I

．

　

　

　

　

　

　

C

～

r

）

．

i

l

1

1

1

ノ

＼

t

r

・

（

ノ

し
心
地
す
。
…
…
え
見
分
か
ね
な
り
け
り
。
…
…
み
れ
ば
、

n

U

 

l

　

ト

　

l

 

l

 

l

〉

〉

〉

～

．

r

．

1

ゝ

な
り
け
り
。
…
…
憎
く
お
ぼ
ゆ
る
も
、

う
ち
つ
け
な
り
や
。

又
、
見
し
人

（
同
ニ
ー
三

ま
、
げ
に
た
ぐ
ひ
な
し
。
廊
の
方
へ
お
は
す
る
に
、
中
将
の
君
、
御
と
も

に
参
る
。
…
…
な
ま
め
き
た
り
。
兄
か
へ
り
給
ひ
て
、
…

C

 

l

、

＼

＼

l

l

＼

、

、

・

l

‥
引
き
す
ゑ
給

C
～

～
扉
。
・
…
＝
と
、
見
給
ふ
。
（
光
源
氏
、
中
将
の
各
一
首
略
。
）
を
か
し

D

（

．

（

′

．

、

′

、

（

．

（

′

げ
な
る
侍
童
の
、
…
…
朝
顔
折
り
て
ま
ゐ
る
ほ
ど
な
ど
、
絵
に
書
か
ま
は

u
げ
離
頓
が
。
（
同
一
－
一
三
二
）

こ
の
場
面
で
は
、
「
話
者
」
の
視
点
は
、
三
人
の
対
象
人
物
の
間
を
、
ま
ず

は
移
動
す
る
（
A
）
。
そ
の
上
で
、
つ
ぎ
に
は
、
六
条
御
息
所
の
視
点
に
添
い

（
B
）
、
そ
の
下
で
、
二
人
の
対
象
人
物
の
行
動
（
a
）
が
、
と
ら
え
ら
れ

る
。
し
か
し
、
こ
の
視
点
は
、
ど
う
や
ら
、
以
下
の
す
べ
て
の
行
動
（
a
）
・

心
理
（
C
）
・
判
断
（
D
）
　
に
ま
で
は
、
及
ん
で
は
い
な
い
よ
う
で
あ
る
。
結

び
の
判
断
（
D
）
は
、
「
話
者
」
自
身
の
視
点
で
あ
る
。
つ
ゞ
く
場
面
は
、

「
草
子
地
」
に
転
じ
る
。

一
方
、
玉
範
巻
の
冒
頭
は
、
末
摘
花
巻
の
冒
預
に
似
た
夕
顔
追
慕
の
一
文
を

四
四
）

ま
ず
、
同
で
は
、
対
象
人
物
が
、
突
然
右
近
へ
と
移
動
し
、
以
下
、
そ
の
行

動
や
心
理
が
描
か
れ
て
い
く
（
A
）
。
視
点
も
、
右
近
か
ら
の
そ
れ
へ
転
換
す

る
。
と
こ
ろ
が
、
こ
の
場
面
は
、
結
び
の
一
文
の
中
ほ
ど
で
、
閉
じ
る
。
乳
母

た
ち
一
行
が
、
突
然
、
代
っ
て
対
象
人
物
と
な
る
（
B
）
。
視
点
も
、
以
下
、

初
瀬
に
お
け
る
劇
的
な
再
会
に
至
る
ま
で
、
十
八
年
間
、
こ
の
乳
母
側
に
転
換

し
た
ま
ま
、
流
離
詔
は
つ
ゞ
く
。

つ
ま
り
、
玉
堪
巻
は
、
．
光
源
氏
・
右
近
・
乳
母
た
ち
の
三
つ
の
視
点
の
巧
み

な
転
換
を
骨
組
み
と
す
る
。

つ
ぎ
に
、
糊
で
は
、
同
に
お
い
て
転
換
し
た
乳
母
側
の
視
点
が
、
再
び
、
大

き
く
右
近
側
に
ひ
き
も
ど
さ
れ
る
場
面
が
あ
る
。
劇
的
な
再
会
の
場
面
で
あ

る
。
場
面
は
、
乳
母
側
の
視
点
が
、
右
近
を
対
象
人
物
に
し
て
（
A
）
始
ま
る
。



そ
し
て
、
右
近
．
と
一
体
と
な
っ
た
（
B
）
の
ち
、
ま
た
右
近
が
対
象
人
物
と
な

る
（
A
）
。
と
こ
ろ
が
、
「
話
者
」
は
、
以
下
、
き
っ
ぱ
り
と
右
近
に
視
点
を

転
換
し
切
っ
て
語
り
つ
ゞ
け
、
つ
い
に
は
、
「
話
者
」
自
身
の
視
点
（
D
）
を

あ
か
ら
さ
ま
に
す
る
。
巧
み
な
転
換
の
接
点
が
、
こ
こ
に
あ
る
。

の
　
「
か
へ
さ
む
と
い
ふ
に
つ
け
て
も
か
た
敷
き
の
夜
の
こ
ろ
も
を
お
も
ひ

ま
た
、
両
巻
に
は
、
つ
ぎ
の
よ
う
な
転
換
も
あ
る
。

A

‘

．

．

（

′

、

（

′

）

㈹
　
仮
に
て
も
、
宿
れ
る
す
ま
ひ
の
ほ
ど
を
恩
ふ
に

お
ぼ
す
な
り
け
り
。
惟
光
、
「
…
…
」
と
忠
ふ
に

「
…
…
…
」
な
ど
、

お
の
れ
も
隅
な
き

A

．

′

．

、

′

、

．

．

、

．

、

．

1

′

、

A

す
き
心
に
て
、
い
み
じ
く
た
ば
か
り
、

惑
ひ
歩
き
つ
～
、
強
ひ
て
、
お
は

し
ま
さ
せ

そ
め
て
け
り
。

こ
の
程
の
事
、
く
だ
7
1
し
け
れ
ば
、
例
の

B

一

、

．

．

．

〉

．

、

（

′

～

r

）

も
ら
し
つ
。
（
同
一
－
一
三
五
）

（
図
I
）

者話

面

や
る
か
な
、
こ
と
わ
り
や
」
と
ぞ
あ
り
け
る
。
（
同
ニ
ー
三
七
四
）

つ
ま
り
、
脚
は
、
「
筆
録
者
」
、
川
は
、
「
披
見
者
」
の
、
い
ず
れ
も
、
前

注
1

記
の
例
と
は
別
次
元
の
視
点
へ
の
転
換
で
あ
る
。
間
の
A
か
ら
B
へ
、
川
の
A

へ
で
あ
る
。

す
な
わ
ち
、
帯
木
巻
冒
頭
の
「
話
者
」
を
、
「
作
者
」
は
、
背
後
で
こ
う
制

御
す
る
。
ひ
と
つ
は
、
「
話
者
」
・
「
視
点
人
物
」
・
「
対
象
人
物
」
三
者
の

自
在
の
交
流
と
融
合
・
転
換
、
ふ
た
つ
は
、
別
次
元
に
設
定
さ
れ
た
、
二
伝

承
」
　
「
筆
録
」
　
「
披
見
」
　
「
朗
読
」
の
担
い
手
へ
の
転
換
で
あ
る
。
ま
と
め
る

と
。
＜
図
1
V
の
よ
う
に
な
ろ
う
か
。

〓
　
右
近
を
と
ら
え
る
視
点

以
上
の
よ
う
な
、
「
話
者
」
の
視
点
と
い
う
観
点
か
ら
、
夕
顔
巻
・
玉
堪
巻

を
と
ら
え
る
。
す
る
と
、
前
者
は
、
七
十
九
の
、
後
者
は
、
六
十
の
、
そ
れ
ぞ

れ
小
場
面
に
分
け
ら
れ
る
。
こ
れ
を
単
位
に
分
析
す
る
。

ま
ず
、
右
の
場
面
展
開
の
欄
に
日
印
の
番
号
で
併
記
し
た
の
は
、
「
日
本
古

典
文
学
大
系
」
の
記
す
小
見
出
し
の
番
号
で
あ
る
。
文
番
号
は
、
通
し
番
号
で

あ
る
。
つ
ざ
に
、
場
面
ご
と
に
、
文
単
位
の
中
心
対
象
（
人
）
物
を
示
し
、
さ

ら
に
、
場
面
の
視
点
人
物
を
示
し
た
。

一
覧
す
る
と
、
つ
ぎ
の
＜
表
1
V
の
よ
う
に
な
る
4

さ
て
、
中
で
、
ひ
と
り
の
端
役
は
、
ど
の
よ
う
な
視
点
で
と
ら
え
ら
れ
て
い

る
で
あ
ろ
う
か
。
「
変
化
に
甘
ん
だ
物
語
の
進
行
上
の
役
割
、
た
だ
そ
の
た
功

注
2

の
女
房
」
と
か
、
「
光
源
氏
、
右
近
の
回
想
の
連
鎖
か
ら
新
た
な
物
語
が
紡
ぎ

江
3

出
さ
れ
る
」
と
か
と
さ
れ
る
右
近
の
登
壇
の
あ
り
よ
う
を
、
・
こ
の
観
点
か
ぢ
吟

味
し
て
み
る
。
概
観
し
た
だ
け
で
も
、
二
っ
の
巻
で
の
そ
れ
の
適
い
は
大
き



い
。
以
下
、
分
析
し
て
み
よ
う
。

ま
ず
、
夕
顔
巻
に
お
い
て
は
、
右
近
甘
敬
乱
酔
に
お
は
で
、
惟
光
報
告
す

る
と
こ
ろ
の
あ
る
軍
へ
の
声
の
中
に
と
ら
え
ら
れ
る
。
そ
し
て
、
以
下
、
右
近

は
、
ほ
と
ん
ど
、
光
源
氏
の
視
点
の
も
と
に
、
や
が
て
↓
事
件
」
　
に
立
ち
会

い
、
光
源
氏
を
相
対
化
す
る
。

た
ゞ
し
、
中
で
、
場
面
⑳
と
⑳
だ
け
は
、
右
の
相
対
化
0
世
界
の
中
に
あ
っ

て
、
一
見
奇
妙
に
、
視
点
人
物
を
右
近
へ
と
転
換
し
て
い
る
。
こ
の
自
在
な
視

点
の
転
換
の
方
法
が
、
や
が
て
、
玉
串
巻
に
お
い
て
は
、
巻
の
構
造
の
柱
と
し

て
、
存
分
に
生
か
さ
れ
る
。

ま
た
、
こ
の
巻
に
お
い
て
は
、
右
近
に
か
か
わ
っ
て
、
「
話
者
」
が
そ
の
視

点
を
あ
か
ら
さ
ま
に
す
る
こ
と
は
、
．
稀
で
あ
る
。
串
で
、
た
ゞ
ひ
と
つ
の
例

は
、
場
面
⑳
の
そ
れ
で
あ
る
。
そ
こ
で
は
、
光
源
氏
．
・
惟
光
・
右
近
を
対
象
人

物
と
し
移
動
し
っ
ゞ
け
た
視
点
が
、
入
り
く
ん
だ
文
脈
の
結
び
に
、
定
着
を
す

る
。そ
し
て
、
右
近
は
、
場
面
⑲
に
お
い
て
、
乳
母
子
と
し
て
の
孤
立
ぶ
り
が
紹

介
さ
れ
．
つ
い
に
は
、
「
あ
さ
ま
し
く
、
ゆ
く
へ
な
く
て
」
静
か
に
退
場
す

る
。
状
況
を
創
り
上
げ
る
役
割
は
、
つ
い
に
潰
じ
な
い
重

一
方
へ
玉
里
巻
に
お
い
て
は
、
ノ
右
近
は
、
そ
の
登
場
ぶ
り
に
し
て
か
ら
が
、

夕
顔
巻
と
は
異
質
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
場
面
⑧
に
お
い
て
、
「
か
い
ひ
そ

め
た
る
」
外
見
の
み
な
ら
ず
、
・
そ
の
内
面
が
、
．
つ
ぶ
さ
に
明
か
さ
れ
る
。
六
条

院
の
「
御
殿
う
つ
り
」
を
引
き
出
す
。

と
こ
ろ
が
、
こ
の
場
面
は
、
前
述
の
よ
う
に
、
五
番
目
の
文
の
途
中
で
、
視

点
を
が
ら
り
と
転
換
す
る
。
玉
郎
筑
紫
流
離
語
の
突
然
の
始
ま
り
で
あ
る
。
以

下
、
・
乳
放
脚
の
視
点
か
ら
の
こ
の
世
界
は
、
坊
面
伽
で
右
近
を
と
ら
え
、
場
面

⑳
・
㊤
で
は
、
．
右
近
側
に
視
点
が
再
転
換
し
た
中
で
し
　
「
話
者
」
が
顔
を
の
ぞ

か
せ
る
㌻
r

こ
う
し
て
、
・
右
近
を
視
点
人
物
に
引
を
も
ど
し
、
・
「
話
者
」
を
そ
れ
に
密
督

さ
せ
る
中
で
、
「
作
者
」
は
、
慎
重
に
、
玉
蔓
を
光
源
氏
に
近
づ
け
る
計
算
を

す
る
。
そ
こ
に
は
、
偶
然
の
条
件
に
と
ど
ま
ら
な
い
、
右
近
の
独
立
し
た
内
面

の
世
界
が
、
与
っ
て
自
律
化
す
る
。

し
か
し
、
右
近
は
、
場
面
⑩
を
境
に
し
て
、
そ
の
自
律
性
を
失
い
、
場
面
由

に
お
い
て
、
対
象
化
さ
れ
、
や
が
て
、
胡
呪
・
葦
火
・
貞
木
柱
各
巻
で
の
散
見

に
至
る
ま
で
、
静
か
に
姿
を
隠
し
っ
づ
け
る
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
視
点
を
整
理
す
る
と
、
こ
う
な
る
。

＜
右
近
は
、
ど
の
視
点
人
物
の
も
と
に
登
場
し
て
い
る
か
。
∨

人

－　4　－

こ
の
、
右
近
が
玉
璃
巻
に
お
い
て
持
つ
に
至
っ
た
自
律
性
は
、

同
じ
巻
の
端

役
、
た
と
え
ば
、

①
．
そ
の
夜
、

兵
部
の
場
合
と
比
べ
る
と
、
よ
り
明
確
に
な
る
。

や
が
て
、
お
と
ゞ
の
君
、
わ
た
り
給
へ
り
。
兵
部
な
ど
、
一
む

か
し
の
、
光
源
氏
な
ど
い
ふ
御
名
は
、
聞
き
た
て
ま
つ
り
し
か
ど
、
年
頃

の
う
ひ
／
1
し
さ
に
、
さ
し
も
、
恩
ひ
き
こ
え
ざ
り
け
る
を
、
′
ほ
の
か
な

る
御
ど
な
ぶ
ら
に
、
御
凡
帳
の
ほ
こ
ろ
び
よ
り
、
l
は
っ
か
に
見
た
て
ま
つ

B

′

）

、

′

．

．

′

．

′

′

l

′

一

刹
ぴ
い
と
、
め
づ
ら
か
に
、
恐
ろ
し
う
さ
へ
ぞ
恩
ゆ
る
や
。
（
同
二
圭
六
五
）

こ
の
場
面
㊥
は
、
光
源
氏
の
登
場
を
も
っ
て
出
発
す
る
（
A
）
。
′
と
こ
ろ
が
、
．



汁
象
大
物
は
、
し
好
終
冬
鞍
か
移
跡
す
慰
そ
し
て
放
下
、
女
味
璧
一
見
祝
∵

点
人
物
べ
と
転
換
さ
れ
て
．
い
キ
結
び
で
は
、
そ
れ
が
い
っ
そ
う
あ
か
ら
さ
ま

に
な
る
（
B
で
と
こ
ろ
が
、
こ
の
場
面l
の
後
半
の
視
点
は
、
光
源
氏
に
再
転

換
す
る
。
－
兵
部
腋
、
元
醇
畔
を
相
対
化
し
た
に
す
ぎ
な
い
。

≡
右
近
と
地
の
文

さ
て
、
＜
寿
2
V
で
見
た
よ
う
に
、
夕
顔
巻
か
ら
玉
増
巻
へ
と
、
右
近
を
と

ら
え
る
視
点
は
Y
大
き
く
変
化
す
る
。
ひ
と
つ
は
、
「
話
者
」
、
ふ
た
つ
は
｛

と
こ
ろ
で
て
「
話
者
」
ゐ
視
点
が
、
そ
の
心
に
合
わ
さ
れ
る
例
は
、
夕
顔
巻

に
は
な
く
、
玉
婁
巻
に
二
例
を
数
え
る
だ
け
で
あ
る
。
・
第
．
一
章
に
示
し
た
、
・
同

・
囲
ハ
す
な
わ
ち
、
場
面
㊨
・
⑳
が
、
そ
れ
で
あ
っ
た
。

A

～

l

一

r

 

A

／

、

．

．

．

～

～

l

⑳
・
御
車
い
れ
さ
せ
て
、

…
‡
立
ち
給
へ
り
。
右
近
、

来
し
方
の
事
ど
も
、
・
人
知
れ
ず
思
ひ
出
で
け
り
。C．

B

「

．

．

、

．

）

、

′

、

（

′

－

・
艶
な
る
心
地
し
て
、

B

′

U

l

‥
こ
の
御
有
様
、
し
り

叫
で
ぬ
。
は
の
太
Y
と
、
▼
物
見
ゆ
る
は
ど
に
（
お
り
給
ひ
ぬ
め
り
勺
か
り

そ
め
な
れ
ど
、
・
活
げ
に
し
つ
ら
ひ
た
り
。

（
同
一
－
一
四
三
）

右
近
白
身
の
、
を
れ
ぞ
れ
視
点
に
か
か
わ
っ
て
そ
う

A

．

）

．

1

′

、

．

．

－

．

．

′

ゝ

で
あ
る
。

⑳
　
苦
し
き
御
心
地
に
も
、

か
の
右
近
を
召
し
寄
せ
て
、
局
な
ど
、
ち
か
く

れ

r

′

L

r

，

し

一

l

、

．

．

1

）

、

（

（

′

、

．

1

1

．

一

、

′

、

．

．

1

．

B

．

．

′

．

．

．

′

、

ノ

給
ひ
て
、
さ
ぶ
ら
は
せ
給
ふ
。
惟
光
、
…
…
も
て
な
し
助
け
づ
ゝ

さ
ぶ

さ
て
、
夕
顔
巻
、
・
場
面
⑲
。
対
象
人
物
は
、
光
源
氏
で
始
ま
り
（
A
）
、
右

近
に
移
動
し
（
B
）
・
、
つ
い
に
は
、
光
源
氏
の
某
院
へ
の
到
着
の
さ
ま
が
、
そ
・

の
右
近
の
目
か
ら
と
ら
え
ら
れ
．
（
C
）
∵
相
手
は
相
対
化
さ
れ
る
。

⑳
　
夕
茹
の
し
づ
か
な
る
に
、
壷
の
気
色
い
と
あ
は
れ
に
、
御
前
の
前
栽
か

ら
は
す
。
…
㌧
‥
程
な
く
、
ま
じ
ら
ひ
っ
き
た

り
。
問
い
と
黒
う
し
て
、
か

D

 

l

′

、

く

（

．

（

．

．

．

、

′

，

れ
ぐ
l
に
、
虫
の
音
も
鳴
き
か
れ
て
、
紅
葉
の
、
や
う
7
Y
J
・
色

A

．

．

．

（

′

、

．

．

、

．

、

′

．

．

′

．

．

（

r

づ
・
ノ
＼
は

た
ち
な
ど
よ
か
ら
ね
ど
、
か
た
は
に
、
・
見
苦
し
か
ら
ぬ
若
人
な
り
。
（
同

一
「
一
六
三
）

ま
ず
、
・
夕
顔
巻
、
・
場
画
聖
対
象
人
物
は
、
束
源
氏
か
ら
惟
光
を
経
て
、
右

迫
へ
と
移
動
す
る
六
A
ト
B
、
‥
C
）
－
。
ノ
そ
．
の
移
動
の
中
で
、
い
ず
れ
の
文
に
お

い
て
も
，
右
近
を
か
か
わ
ら
せ
つ
ゝ
、
、
D
貯
至
っ
て
は
、
、
視
点
は
、
・
「
話
者
」

自
身
の
日
へ
と
落
ち
つ
い
て
い
る
。

⑳
・
ノ
「
い
で
や
．
、
身
こ
そ
数
な
ら
ね
ど
、
．
疫
も
、
∴
…
㌣
と
な
む
、
の
給
は
す

Å

「

、

く

一

r

l

l

 

B

r

～

？

）

1

．

／

．

・

（

（

（

i

l

～

　

　

　

　

　

　

B

～

－

る
」
と
い
ふ
q
∴
・
ン
・
な
ど
、
う
ち
語
ら
ひ
っ
～
、
日
一
日
、
心
か
し
物
語

し
く
ら
す
。
（
同
ニ
ー
三
重
ニ
「

ま
た
、
玉
堪
巻
、
場
面
⑮
。
こ
～
で
は
、
右
近
と
乳
母
と
の
対
話
が
う
ち
つ

ゞ
く
。
中
で
、
右
近
の
近
況
報
告
、
・
乳
母
の
、
㍉
玉
堤
に
つ
い
て
の
現
実
的
認

喝
1
さ
ら
幣
右
近
の
舟
明
。
妄
し
て
、
、
視
点
は
、
料
に
至
っ
て
、
、
大
き
く

「
話
者
－
の
且
～
と
落
ち
づ
く
。

ど
、
桧
に
書
き
た
る
や
う
に
、
お
も
し
ろ
き
を
、
・
見
わ
た
し
て
、
「
…
…
」

と
、
・
か
の
夕
顔
の
や
ど
り
を
ハ
思
ひ
出
づ
る
も
、
B
i
・
は
づ
か
し
。
・
（
同
T
l
・

一
六
八
）

ま
た
、
夕
頭
登
l
場
面
⑲
。
二
一
条
院
に
．
「
ま
じ
ら
ひ
っ
」
い
た
右
近
の
心

が
、
虎
の
た
た
ず
ま
い
を
、
・
五
条
の
宿
に
ひ
き
比
べ
て
慨
嘆
す
る
。
・
J
L
・
の
視
卓

の
あ
り
よ
う
は
、
ひ
き
つ
ゞ
く
場
面
伽
で
、
1
同
じ
黄
に
心
を
入
れ
る
光
源
氏

を
、
・
こ
れ
も
ま
た
相
対
化
す
る
。
．

⑳
　
か
ら
う
じ
て
、
「
・
‥
・
・
」
と
て
、
よ
り
来
た
り
。

ゐ
中
び
た
る
扱
練

に
、
∴
絹
な
ど
着
て
、
い
と
い
た
ぐ
、
ふ
と
り
に
け
る
唆
．
わ
が
よ
は
び
よ
′

A

ノ

、

（

′

一

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

A

B

（

（

（

（

′

～

ノ

り
む
、
．
い
と
ゞ
お
ぼ
え
て
、

R

1

．

（

（

′

～

l

J

1

．

一

r

一

F

．
恥
づ
か
し
け
れ
ど
、
．
「
…
…
」
と
て

顔
を

さ
し
出
で
た
り
。
ノ

C

、

．

．

．

．

～

1

1

ノ

こ
の
女
、
∴
・
…
強
引
。
㍉
…
：
い
と
、
．
．
こ
よ
な
｛
あ
は
れ
．

な
り
l
。
バ
∴
同
ニ
ー
三
四
六
）
1
．

つ
獣
に
、
∴
玉
婁
巻
、
∴
喝
函
⑳
。
′
右
近
と
三
条
と
の
劇
的
対
面
の
場
宙
で
ー
あ



る
。
右
近
の
目
の
視
点
（
B
）
　
に
よ
っ
て
と
ら
え
ら
れ
て
い
た
三
条
（
A
）
は
、

右
近
を
し
て
、
し
み
じ
み
と
し
た
感
慨
に
ふ
け
ら
せ
る
。
そ
し
て
、
結
び
の
一

文
は
、
右
近
の
心
の
視
点
（
C
）
そ
の
ま
ま
で
あ
る
。
「
話
者
」
の
視
点
は
忘

れ
ら
れ
る
。

⑳
　
「
ま
づ
、
お
と
ゞ
は
お
は
す
や
。
わ
か
君
は
い
か
ゞ
な
り
給
ひ
に
し
。

A

‘

．

′

．

．

．

．

1

．

1

1

．

、

′

「
あ
て
き
」
と
聞
え
L
は
」
と
て
、
…
…
は
か
な
き
世
を
忠
ふ
に
、
…
…

地
」
は
、
こ
こ
だ
け
で
あ
る
。
「
右
近
が
身
に
な
り
て
は
へ
」
　
「
草
子
の
地
に

や
」
と
、
『
眠
江
入
廷
』
の
注
は
、
ひ
か
え
目
で
あ
る
。

一
方
、
玉
ぢ
巻
で
は
、
前
掲
の
場
面
㊧
・
⑳
。
「
話
者
」
の
視
点
で
と
ら
え

ら
れ
た
場
面
の
、
焦
点
の
箇
所
が
ま
ず
そ
う
で
あ
る
。
以
下
、
こ
う
も
あ
る
。

⑳
　
あ
け
ぬ
れ
ば
、
知
れ
る
大
穂
の
坊
に
お
り
ぬ
。
「
物
が
た
り
心
や
す
く
」

B

′

、

′

l

ノ

、

　

　

　

　

　

　

C

言
ひ
出
で
ず
。
「
…
…
」
と
て
、
い
ぬ
。
み
な
、
驚
き
て
、
　
「
…
…
」

「
…
…
」
と
て
、
こ
の
隔
て
に
よ
り
き
た
り
。
（
同
ニ
ー
三
四
六
）

ま
た
、
ひ
き
つ
ゞ
く
、
玉
髄
巻
、
場
面
㊥
。
右
近
の
心
（
A
）
、
三
条
の
行

動
（
B
）
、
乳
母
や
兵
部
の
反
応
．
（
C
）
と
会
話
、
そ
し
て
、
行
動
（
C
）
が
、

右
近
の
目
の
視
点
に
よ
っ
て
、
と
ら
え
結
ば
れ
る
。

以
上
、
両
巻
に
お
け
る
、
右
近
を
と
ら
え
る
視
点
の
変
化
を
、
「
話
者
」
お

よ
び
右
近
自
身
の
そ
れ
と
の
か
1
わ
り
で
、
具
体
的
に
と
り
あ
げ
、
吟
味
し

た
。
か
ゝ
わ
る
す
べ
て
の
例
を
整
理
す
る
と
、
こ
う
な
る
。

＜表3＞
な
お
、
か
ゝ
わ
っ
て
、
古
来
、

り
あ
げ
、
．
吟
味
し
て
み
よ
す
。

⑳
・
印
は
「
草
子
地
」
と
さ
れ
る
例
。

注
4

「
草
子
地
」
な
ど
と
さ
れ
て
い
る
箇
所
を
と

⑳
　
…
…
「
か
く
い
ふ
我
（
が
）
身
こ
そ
は
、
え
生
き
と
ま
る
ま
じ
き
心
地

す
れ
」
と
、
の
給
ふ
も
、
た
の
も
し
げ
な
し
や
。
（
一
－
一
六
一
）

ま
ず
、
夕
顔
巻
、
場
面
⑳
の
一
部
。
夕
顔
巻
で
、
右
近
に
か
か
わ
る
「
草
子

と
な
る
べ
し
。
（
ニ
ー
三
五
一
）

こ
れ
は
、
玉
堤
巻
、
場
面
細
の
一
部
。
右
近
の
行
動
に
つ
い
て
、
そ
の
理
由

を
「
話
者
」
の
視
点
か
ら
、
自
信
を
も
っ
七
推
し
立
っ
た
箇
所
で
あ
る
。

⑳
　
右
近
は
、
大
殿
へ
ま
ゐ
り
ぬ
。
「
こ
の
こ
と
を
、
か
す
め
聞
ゆ
る
つ
い

で
も
や
」
と
て
、
い
そ
ぐ
な
り
け
り
。
（
ニ
ー
三
五
五
）

こ
れ
も
、
玉
婁
巻
、
場
面
由
の
一
部
。
同
様
の
例
。

⑫
　
…
…
い
ま
は
、
お
は
や
け
に
仕
へ
、
い
そ
が
し
き
御
有
様
に
も
あ
ら
ね

ば
、
世
（
の
）
中
の
ど
や
か
に
思
さ
る
1
ま
1
に
、
た
ゞ
、
は
か
な
き
御

た
は
ぶ
れ
言
を
の
た
ま
ひ
、
を
か
し
く
人
の
心
を
見
給
ふ
あ
ま
り
に
、
か

ゝ
る
古
人
を
さ
へ
ぞ
戯
れ
給
ふ
。
（
ニ
ー
三
五
七
）

こ
れ
も
、
ま
た
、
玉
垣
巻
、
場
面
㊨
の
一
部
。
こ
れ
は
、
女
房
た
ち
の
「
し
の

び
笑
」
に
も
か
～
わ
ら
ず
、
右
近
が
、
光
源
氏
の
「
御
足
ま
ゐ
り
」
に
召
さ
れ

た
箇
所
で
、
玉
鼻
と
光
源
氏
と
の
結
び
つ
き
へ
の
計
算
の
ひ
と
つ
で
あ
る
。

「
話
者
」
の
解
説
と
し
た
か
。

以
上
、
い
わ
ゆ
る
「
草
子
地
」
と
右
近
と
の
か
ゝ
わ
り
に
お
い
て
も
、
玉
婁

巻
へ
の
傾
斜
が
見
ら
れ
る
。

こ
の
よ
う
に
、
右
近
は
、
地
の
文
の
次
元
で
の
視
点
に
か
ゝ
わ
っ
て
、
玉
婁

巻
へ
と
大
き
く
変
貌
す
る
。
す
な
わ
ち
、
夕
顔
巻
で
の
、
光
源
氏
相
対
化
の
役

目
か
ら
、
自
ら
の
視
点
で
状
況
を
外
的
・
内
的
に
伐
り
拓
い
て
い
く
、
自
律
的

存
在
と
な
り
え
た
の
で
あ
る
。



貯
　
右
近
と
会
話
文
・
内
竃
文

こ
の
よ
う
な
、
地
の
文
に
お
け
る
視
点
の
あ
り
よ
う
は
、
か
1
わ
っ
て
、
右

近
の
人
物
造
型
に
ど
の
よ
う
に
反
映
し
て
い
る
か
。
右
近
の
会
話
文
・
内
話
文

に
お
け
る
視
点
の
あ
り
よ
う
を
、
吟
味
し
て
み
る
。

ま
ず
、
会
話
文
に
お
い
て
は
、
そ
れ
を
、
状
況
へ
の
対
応
の
あ
り
方
、
す
な

わ
ち
、
語
り
出
し
の
一
文
に
特
徴
を
求
め
る
。
と
、
つ
ぎ
の
二
つ
に
な
る
。

④
　
頭
括
型

状
況
、
特
に
対
話
の
相
手
の
要
求
に
、
結
論
を
ま
ず
示
し
て
出
発
す
る

型
。

⑧
　
尾
括
型

状
況
、
特
に
対
話
の
相
手
の
要
求
に
は
、
結
論
は
末
尾
ま
で
留
保
す
る

型
。

す
な
わ
ち
、
⑧
　
頭
括
型
は
、
あ
る
意
味
で
は
、
状
況
や
要
求
へ
の
対
応

に
、
客
槻
的
に
も
心
理
的
に
も
、
選
択
の
余
地
が
、
あ
ま
り
な
い
場
合
で
あ

る
。
そ
れ
に
対
し
て
、
⑧
　
尾
括
型
は
、
た
と
え
窮
地
に
陥
っ
て
い
て
も
、
迂

余
曲
折
の
の
ち
結
論
が
醸
し
出
さ
れ
、
新
た
な
状
況
が
伐
り
拓
か
れ
る
場
合
で

あ
る
。

と
て
、
か
し
こ
に
な
ん
」
　
（
同
一
1
一
六
七
）

ま
ず
、
夕
顔
巻
の
会
話
文
に
お
け
る
㊧
頭
括
型
。
場
面
⑰
。
拒
否
が
先
行

し
、
根
拠
が
補
足
さ
れ
る
。
場
面
画
。
ま
ず
、
状
況
に
反
発
す
る
。
場
面
⑳
の

二
例
。
肯
定
、
受
容
の
即
答
が
、
語
り
出
し
と
な
る
。
前
者
は
、
光
源
氏
か
ら

の
、
玉
鋸
の
存
在
に
か
か
わ
る
詰
問
に
対
応
す
る
も
の
で
あ
り
、
後
者
は
、
光

源
．
氏
の
、
玉
婁
招
聴
提
実
に
対
応
す
る
も
の
で
あ
る
。
他
に
四
例
あ
る
。

⑳
　
「
い
と
、

い
た
う
こ
そ
、
ゐ
中
び
に
け
れ
な
。

中
将
殿
の
む
か
し
の
御

お
ぼ
え
だ
に
、
い
か
ゞ
お
は
し
ま
し
ゝ
。
ま
い
て
今
は
、
天
の
下
を
御
心

に
か
け
た
ま
へ
る
大
臣
に
て
、
い
か
ば
か
り
い
つ
か
し
き
御
中
に
、
卸
か

た
し
も
、
受
領
の
妻
に
て
、
晶
定
ま
り
て
お
は
し
ま
さ
む
よ
」
　
（
同
ニ
ー

三
五
〇
）1
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⑳
　
「
ま
か
で
1
、
七
日
に
過
ぎ
侍
れ
ど
、
を
か
し
き
こ
と
は
、
侍
り
が
た

く
な
ん
。
山
踏
し
侍
り
て
、
衷
な
る
人
を
な
ん
、
見
給
へ
つ
け
た
り
し
」

（
同
二
1
三
五
六
）

二二　7

⑬

「
あ
や
し
き
山
里
に
な

。
む
か
し
人
も
、
か
た
へ
は
変
ら
で
侍
り
け

⑰⑲

「
い
か
で
か
ま
か
ら
む
。
暗
う
て
」
　
（
同
一
－
一
四
七
）

「
い
と
、
う
た
て
。

み
だ
り
心
地
の
悪
し
う
侍
れ
ば
、
う
つ
ぶ
し
臥
し

て
侍
る
な
り
。
御
前
に
こ
そ
、
わ
り
な
く
思
さ
る
ら
め
」
（
同
一
－
一
四
八
）

⑳
　
「
い
が
。
一
昨
年
の
春
ぞ
、
も
の
し
給
へ
り
し
。
女
に
て
、
い
と
ら
う

た
げ
に
な
ん
」
　
（
同
一
1
一
六
七
）

⑳
　
「
さ
ら
ば
、
い
と
嬉
し
く
な
ん
侍
る
べ
き
。

か
の
酉
の
京
に
て
生
ひ
出

で
給
は
ん
は
、
心
苦
し
く
な
む
。
「
は
か
・
ぐ
し
く
あ
つ
か
ふ
人
な
し
」

れ
ば
、
そ
の
世
の
物
語
し
出
で
侍
り
て
、
い
と
、
塔
へ
が
た
く
、
恩
ひ
給

へ
ら
れ
し
」
　
（
同
ニ
ー
三
五
八
）

⑳
　
「
た
ゞ
、
御
心
に
な
ん
。
お
と
ゞ
に
知
ら
せ
た
て
ま
つ
り
給
は
む
こ
と

も
、
誰
か
は
、
伝
へ
ほ
の
め
か
し
き
こ
え
た
ま
は
む
。
い
た
づ
ら
に
過
ぎ

も
の
し
給
ひ
し
か
は
り
に
は
、
げ
に
、
と
も
か
く
も
、
ひ
き
助
け
さ
せ
給
は

完
こ
そ
は
、
罪
か
る
ま
せ
給
は
め
」
　
（
同
ニ
ー
三
一
五
九
）

つ
ぎ
に
、
玉
電
巻
の
会
話
文
に
お
け
る
㈲
頭
括
型
。
場
面
⑳
。
「
受
領
の
北

の
方
」
礼
賛
の
三
条
へ
の
反
発
、
各
め
だ
て
が
先
行
し
、
根
拠
が
補
足
さ
れ

る
。
瘍
面
⑳
。
光
源
氏
の
戯
れ
言
に
対
し
て
、
生
表
面
に
否
定
す
る
。
場
面

⑬
。
光
源
氏
の
追
求
に
対
す
る
、
と
り
つ
く
ろ
っ
た
即
答
。
場
面
⑬
。
同
要
求



の
受
容
。
他
に
五
例
あ
る
。
夕
顔
巻
と
、
．
は
ぼ
同
数
で
あ
る
。

⑲
　
「
物
お
ぢ
を
な
ん
、
わ
り
な
く
せ
さ
せ
給
ふ
御
本
性
に
て
、
い
か
に
恩

さ
る
～
に
か
」
　
（
同
一
1
一
四
七
）

⑳
　
「
年
頃
、
幼
く
侍
り
L
よ
り
、
片
時
、
・
た
ち
離
れ
た
て
ま
つ
ら
ず
、
馴

れ
聞
え
つ
る
人
に
、
に
は
か
に
別
れ
た
て
ま
つ
り
て
、
い
づ
こ
に
か
帰
り

侍
ら
ん
。
「
い
か
に
な
り
給
ひ
に
き
」
と
か
、
人
に
も
い
ひ
侍
ら
む
。
か

な
し
き
こ
と
を
ば
、
さ
る
も
の
に
て
、
人
に
い
ひ
さ
わ
が
れ
侍
ら
ん
が
、

い
み
じ
き
こ
と
」
と
い
ひ
て
、
泣
き
惑
ひ
て
、
「
煙
に
た
ぐ
ひ
て
、
し
た

ひ
参
り
な
ん
」
　
（
同
一
－
一
六
一
）

㊥
　
「
「
こ
の
方
の
御
好
み
に
は
、
・
も
て
は
な
れ
給
は
ざ
り
け
り
」
と
、
l
恩

ひ
給
ふ
る
に
も
、
口
惜
し
く
侍
る
わ
ざ
か
な
」
　
（
同
一
－
〓
ハ
九
）

．
山
1

い
ふ
に
ゃ
あ
ら
む
』
と
お
ぼ
ゆ
る
」
と
、
封
こ
え
給
ふ
。
み
た
て
ま
つ
り

な
ら
ぶ
る
に
、
か
の
き
さ
い
の
宮
を
ば
、
え
知
り
き
こ
え
ず
、
姫
君
、
事

と
活
ら
に
お
は
し
ま
す
め
れ
ど
、
ま
だ
、
か
た
な
り
に
て
、
生
先
ぞ
、
が

L
は
か
ら
れ
給
ふ
。

さ
て
、
巧
へ
の
御
か
た
ち
は
、
「
な
は
、
た
れ
か
、
た
ち
並
び
給
は
む
」

と
な
ん
、
夢
見
給
ふ
。
殿
も
、
「
す
ぐ
れ
た
り
」
塗
思
し
た
め
る
を
、

言
に
い
で
ゝ
は
、
何
か
は
、
か
ぞ
へ
の
う
ち
に
は
ぎ
こ
え
給
は
鳩
　
「
わ

れ
に
な
ら
び
給
へ
る
こ
そ
、
碧
は
、
お
は
け
な
け
れ
」
と
な
む
掛
れ
き
こ

、
ノ
囲

え
給
ふ
。
見
た
て
ま
つ
る
に
、
、
命
の
ぶ
る
御
有
様
ど
も
を
。
「
又
、
さ
る

ハ
H
7

た
ぐ
ひ
お
は
し
ま
し
な
む
や
」
と
忠
ひ
侍
る
に
、
い
づ
こ
か
お
と
り
給
は

む
。
も
の
は
、
示
ぎ
り
あ
る
物
な
れ
ば
、
勝
れ
給
へ
り
と
て
、
い
た
ゞ
き

こ
れ
ら
は
、
夕
顔
巻
の
会
話
文
に
お
け
る
㊥
尾
括
型
。
場
面
⑲
。
「
わ
れ
か

の
気
色
」
の
夕
顔
の
「
本
性
」
を
説
い
た
上
で
の
懸
念
の
表
明
。
場
面
l
餌
。
自

ら
の
運
命
の
絶
望
視
。
そ
の
根
拠
と
し
て
の
「
人
」
意
識
。
そ
の
上
で
の
決

断
。
場
面
㊥
。
覚
醒
の
の
ち
の
悔
恨
。
夕
顔
巻
に
お
け
る
こ
の
例
は
、
右
の
三

つ
で
あ
る
。

⑳
　
「
お
ぼ
え
ぬ
高
き
ま
じ
ら
ひ
を
し
て
、
・
多
く
の
人
を
な
む
見
集
む
れ

式
　
「
殿
の
う
へ
の
卸
か
た
ち
に
似
る
人
は
お
は
せ
じ
」
と
な
ん
、
年
ど

サ
ハ
見
た
て
ま
つ
り
つ
る
夜
叉
、
お
ひ
出
で
給
ふ
ひ
め
君
遠
さ
キ
い
と
、

こ
と
わ
朝
に
、
め
で
た
ノ
㍉
討
は
し
ま
す
。
・
か
し
づ
き
た
て
ま
つ
り
給
ふ
さ

ま
も
、
漁
び
な
か
め
る
を
。
か
K
、
や
つ
れ
給
へ
る
御
さ
ま
の
、
お
と

▼
り
給
ふ
ま
じ
く
見
え
給
ふ
は
、
1
掛
り
が
た
く
な
む
。
嘉
と
ゞ
の
君
、
父
み

か
ど
の
御
時
よ
り
、
そ
こ
ら
の
女
御
・
后
、
そ
れ
よ
り
下
、
は
た
、
残
る

な
く
見
た
て
ま
つ
り
集
め
給
へ
去
御
日
に
も
、
「
当
代
の
御
母
き
さ
き
と

聞
え
L
と
、
こ
の
姫
君
の
卸
か
た
ち
と
な
む
、
『
よ
き
人
と
は
、
こ
れ
を

を
離
れ
た
る
光
や
は
お
l
は
す
る
。
た
ゞ
、
こ
れ
を
、
「
す
ぐ
れ
た
り
」
と
、

叫

閏
ゆ
る
な
め
り
か
し
」

（
同
ニ
ー
三
五
一
）

こ
の
最
も
長
い
例
は
、
玉
舅
巻
の
会
話
文
に
お
け
る
⑪
尾
括
型
。
．
初
瀬
で
の

劇
的
な
再
会
直
後
の
、
乳
母
た
ち
を
前
に
し
て
の
述
懐
で
あ
る
。
川
紫
上
最

高
。
佃
明
石
姫
君
も
「
め
で
た
し
」
。
川
紫
上
へ
の
「
か
し
づ
き
」
も
「
並
び

な
」
し
。
同
玉
顎
も
劣
ら
ず
。
㈲
源
氏
は
、
惑
壷
・
明
石
姫
君
を
理
想
と
す

る
。
㈱
明
石
姫
君
の
．
「
生
先
」
．
「
お
し
は
か
ら
れ
」
る
。
㈹
紫
上
最
高
。
面
源

氏
は
、
紫
上
を
数
に
入
れ
な
い
。
㈱
紫
上
は
、
身
分
不
相
応
。
㈹
源
氏
と
紫
上

と
を
見
る
と
「
命
の
ぶ
」
。
佃
玉
蔓
は
、
▼
紫
上
に
劣
ら
な
い
。
く
柑
と
び
離
れ
た

美
人
は
い
な
い
。
．
㈹
玉
婁
を
、
美
し
さ
「
す
ぐ
れ
た
り
」
と
言
う
の
だ
。
－

こ
の
、
一
見
無
原
則
に
揺
れ
動
ノ
＼
右
近
の
心
も
、
実
は
、
尾
括
の
一
文
に
向
け

て
の
そ
れ
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
？
玉
堪
巻
に
お
け
る
こ
の
類
型
例
は
、
夕

顔
巻
の
三
倍
を
越
す
。

以
上
、
・
両
巻
に
お
け
る
会
話
文
の
㊤
・
壷
二
つ
の
類
型
の
数
を
場
面
番
号
で



一
覧
す
る
と
、
こ
う
な
る
。

＜表4＞

と
恩
ひ
て
、
も
の
1
は
ざ
ま
よ
り
の
ぞ
け
ば
、
こ
の
男
の
顔
見
し
心
ち

す
。
（
同
ニ
ー
三
四
五
）

⑳
　
「
物
が
た
り
心
や
す
く
」
と
な
る
べ
し
。
（
同
ニ
ー
三
五
一
）

つ
ざ
に
、
内
話
文
に
お
い
て
も
、
会
話
文
に
お
け
る
類
型
に
準
じ
て
、
そ
れ

を
、
状
況
へ
の
対
応
の
あ
り
方
、
す
な
わ
ち
、
発
想
の
一
文
に
特
徴
を
求
め
る
。

㊨
　
頭
括
型
　
⑧
　
尾
括
型

ま
ず
、
夕
顔
巻
の
内
話
文
に
お
け
る
卸
頭
括
型
。

⑳
　
こ
れ
も
、
「
恐
ろ
し
」
と
恩
ひ
た
る
さ
ま
に
て
、
ま
ゐ
り
寄
れ
り
。

（
同
一
－
一
四
六
）

⑳
　
「
こ
の
こ
と
を
、
か
す
め
閲
ゆ
る
つ
い
で
も
や
」
と
て
、
い
そ
ぐ
な
り

け
り
。
（
同
ニ
ー
三
五
五
）

場
面
㊤
・
㊧
・
⑳
、
い
ず
れ
も
、
短
く
と
も
、
状
況
に
よ
く
対
応
し
た
、
ひ

と
つ
の
判
断
が
、
直
接
描
写
さ
れ
て
い
る
。
夕
顔
巻
の
消
極
性
は
、
な
い
。

つ
ぎ
に
、
夕
顔
巻
の
内
謁
文
に
お
け
る
⑧
尾
括
型
。
こ
の
類
型
の
例
は
、
皆

無
で
あ
る
。
注
目
さ
れ
る
。

最
後
に
、
玉
婁
巻
の
内
謁
文
に
お
け
る
⑨
尾
括
型
。

◎
　
「
か
く
、
あ
や
し
き
身
な
れ
ど
、
た
ゞ
今
の
大
き
お
ほ
い
殿
に
さ
ぶ
ら

ひ
侍
れ
ば
、
か
う
、
か
す
か
な
る
道
に
て
も
、
「
ら
う
が
は
し
き
こ
と
は

侍
ら
じ
」
と
な
ん
、
頼
み
侍
る
。
ゐ
中
び
た
る
人
を
ば
、
か
や
う
の
と
こ

⑳
　
（
前
略
。
）
見
わ
た
し
て
、
「
心
よ
り
外
に
、
を
か
し
き
ま
じ
ら
ひ
か

咄
」
と
、
か
の
夕
顔
の
や
ど
り
を
、
恩
ひ
出
づ
る
も
、
は
づ
か
し
。
（
同

一
－
一
六
八
）

㊥
　
（
前
略
。
）
と
、
ひ
と
り
ど
ち
給
ヘ
ビ
、
え
、
さ
し
い
ら
へ
も
聞
え

ず
、
「
か
や
う
に
て
、
お
は
せ
ま
し
か
ば
」
と
思
ふ
に
も
、
胸
ふ
た
が
り

て
お
ぼ
ゆ
。
（
同
一
－
一
六
九
）

場
面
⑲
。
「
御
枕
上
に
、
い
と
、
を
か
し
げ
な
る
女
」
の
見
え
た
直
後
。
光

源
氏
の
視
点
か
ら
の
「
さ
ま
」
の
内
面
で
あ
る
。
場
面
⑳
・
㊧
。
と
も
に
、
二

条
院
に
「
ま
じ
ら
ひ
っ
」
い
た
の
ち
の
内
面
描
写
で
あ
る
。

つ
ぎ
に
、
玉
婁
巻
の
内
諾
文
に
お
け
る
⑭
頚
括
型
。

㊨
　
（
前
略
。
）
な
ど
い
ふ
を
聞
く
に
、
「
我
（
が
）
な
み
の
人
に
は
あ
ら
じ
」

ろ
に
、
よ
か
ら
ぬ
者
ど
も
な
ど
の
侮
ら
は
し
う
す
る
も
、
か
た
じ
け
な
き

抽
離
咄
引
」
と
て
、
物
語
、
い
と
せ
ま
は
し
け
れ
ど
、
（
後
略
。
）
　
（
同

ニ
ー
三
四
九
）

⑳
　
「
か
た
ち
は
、
か
く
、
い
と
め
で
た
く
、
活
げ
な
が
ら
、
ゐ
中
び
、
こ

ち
声
＼
し
く
お
は
せ
ま
し
か
ば
、
い
か
に
、
玉
の
き
ず
な
ら
ま
し
。
い
で

あ
は
れ
。
『
い
か
で
、
か
く
、
お
ひ
出
で
給
ひ
に
け
む
。
』
」
と
、
お
と

ゞ
を
、
う
れ
し
く
恩
ふ
。
（
同
二
1
三
五
四
）

⑲
　
か
の
人
を
、
「
い
と
め
で
た
し
。
劣
ら
じ
」
と
、
見
た
て
ま
つ
り
し
か

ど
、
思
ひ
な
し
に
や
、
な
は
、
こ
よ
な
き
に
、
「
さ
い
は
ひ
の
、
あ
る
と

な
き
と
は
、
隔
て
あ
る
べ
き
わ
ざ
か
な
」
と
、
恩
ひ
合
は
せ
ら
る
。

（
同
ニ
ー
三
五
六
）

場
面
⑳
。
初
瀬
に
お
け
る
玉
璽
一
行
の
お
ぼ
つ
か
な
さ
。
そ
れ
へ
の
懸
念

を
、
自
ら
の
幸
い
と
此
畷
し
、
相
対
的
に
照
ら
し
出
し
、
煎
じ
っ
め
て
い
く
。



坊
打
撃
仮
想
か
ら
現
実
へ
。
均
皿
聖
か
つ
て
の
玉
褒
評
価
の
再
確
革
か
ら

出
発
し
な
が
ら
、
紫
上
を
前
に
し
て
、
そ
れ
は
、
l
ゆ
ら
ぎ
を
見
せ
る
。
慎
重
に

な
る
。以
上
、
両
巻
に
お
け
る
内
詣
文
の
㈲
・
⑧
二
つ
の
類
型
の
数
を
場
面
番
号
で

一
覧
す
る
と
、
こ
う
な
る
。
・

＜表5＞
ま
ず
、
会
話
文
。
夕
顔
巻
で
の
右
近
は
、
主
と
し
て
光
源
氏
の
視
点
の
も
と

に
、
そ
の
行
動
が
見
え
隠
れ
す
る
に
す
ぎ
な
か
っ
た
。
そ
の
こ
と
が
、
胤
頭
括

型
を
基
調
と
す
る
文
体
に
現
わ
れ
て
い
る
。
そ
れ
に
対
し
て
、
玉
揖
巻
で
の
右

近
は
、
対
乳
母
、
対
玉
望
対
光
源
氏
を
意
識
し
、
慎
重
に
、
玉
褒
石
六
条
院

の
人
た
ら
し
め
る
。
（
⑪
尾
括
型
の
増
加
に
か
か
わ
る
。

一
方
、
内
謁
文
。
夕
顔
巻
で
の
右
近
は
、
乱
頭
括
型
に
終
始
し
、
③
尾
括
型

は
、
皆
無
で
あ
る
。
そ
れ
に
対
し
て
、
玉
撃
巻
で
の
右
近
は
、
む
し
ろ
㈲
尾
括

型
へ
の
傾
斜
を
見
せ
る
。
し
か
も
、
場
面
⑳
を
除
い
て
は
、
す
べ
て
、
話
者
な

い
し
は
右
近
白
身
を
視
点
人
物
と
す
る
。
両
巻
で
の
、
掠
著
な
ち
が
い
で
あ

る
。す
な
わ
ち
、
一
介
の
端
役
と
し
て
、
夕
顔
巻
に
登
場
し
た
右
近
は
、
状
況
の

相
対
化
に
活
躍
し
た
。
そ
れ
か
ら
十
八
年
、
「
作
者
」
は
、
こ
の
右
近
を
、
右

の
文
体
の
中
に
再
生
さ
せ
、
玉
寛
物
語
を
始
発
さ
せ
た
。

お
　
わ
　
日
ソ
　
に

ひ
と
り
の
端
役
が
、
さ
り
げ
な
く
登
場
す
る
。
そ
の
さ
り
げ
な
さ
の
中
に
、

「
作
者
」
．
は
、
な
み
な
み
な
ら
ぬ
ま
な
ざ
し
を
注
い
で
い
る
よ
う
で
あ
る
。
．
そ

の
あ
り
方
は
、
「
場
面
」
を
と
ら
え
る
「
視
点
」
に
か
か
わ
っ
て
大
き
い
。
ひ

と
つ
の
文
体
を
な
し
て
い
る
。

た
と
え
ば
、
こ
の
右
近
。
夕
顔
巻
に
お
け
る
対
象
人
物
が
、
玉
㌧
巻
で
の
視

点
人
物
に
変
貌
す
る
。
ひ
と
り
の
端
役
が
、
源
氏
物
語
構
想
の
う
ね
り
の
・
田

で
、
「
作
者
」
の
ま
な
ざ
し
を
熱
く
受
け
、
相
対
化
す
る
側
か
ら
さ
れ
る
佃
、

拓
く
側
に
立
っ
た
例
で
あ
る
。

こ
の
、
右
近
に
お
け
る
文
体
の
特
徴
は
、
右
近
自
身
の
会
話
文
や
内
詩
文
に

も
、
か
か
わ
っ
て
、
違
っ
た
形
で
表
れ
る
。
こ
の
内
面
の
自
律
化
も
、
「
作

者
」
の
ま
な
ざ
し
が
拭
与
し
た
「
視
点
」
を
前
提
に
し
て
い
る
。

源
氏
物
語
に
は
、
こ
の
右
近
の
よ
う
な
、
い
わ
ゆ
る
女
房
た
ち
を
初
め
と
し

た
、
さ
ま
ざ
ま
な
端
役
が
、
登
現
し
て
は
消
え
て
い
く
。
そ
の
残
し
ゆ
く
軌
跡
－

は
、
「
作
者
」
独
創
の
文
体
と
し
て
、
ひ
と
つ
ひ
号
が
生
き
生
き
と
し
て
い
　
1
0

る

。

究

め

つ

づ

け

た

い

。
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井
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「
『
草
子
地
』
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問
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物
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由
界
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語
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手
」

（
学
燈
社
「
国
文
学
」
二
二
－
一
）
に
、
『
順
江
入
廷
』
の
桐
壷
巻
末

注
記
を
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え
た
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と
め
が
あ
る
。

2
　
秋
山
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「
女
l
停
た
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バ
イ
プ
レ
ー
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と
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て
の
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ぶ
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（
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書
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と
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井
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。
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一
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